
重田　勉　（１）

中川　治美（37）

辻川　哲朗・福井　知樹（24）

髙島　悠希（13）

籠尾　拓幸（７）

川嶋　泰輔（51）

森田 真由香（70）

伊庭　功　（61）

石器製作からみた矢柄研磨器という道具…………………

近江湖西地域の土師器
－古墳時代中期から後期にかけて－……………………………………

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
滋賀県内出土の須恵器貯蔵器1
－古墳時代中期を中心に－………………………………………………

志賀・中村狐塚古墳測量調査報告……………

犬上川右岸における集落の変遷
－彦根市福満遺跡を中心として－……………………………………

高島郡出土の底部糸切り土師器に関する基礎的研究
－「皿化」についての一考察－………………………………………

中世観音正寺の中心伽藍について
－観音寺城と観音正寺その（４）－…………………………………

近江地域の近世銭貨………………………………………………

ANNUAL BULLETIN
of

Vol.38   2025.3

Shiga Prefectural Association for Cultural Heritage

公益財団法人滋賀県文化財保護協会 2025.3

紀
要
紀
要
38

二
〇
二
五
年

　公
益
財
団
法
人
滋
賀
県
文
化
財
保
護
協
会

ISSN 2185-341X

38

紀 要

滋賀県文化財保護協会紀要38号_表紙.indd   全ページ滋賀県文化財保護協会紀要38号_表紙.indd   全ページ 2025/03/11   15:282025/03/11   15:28



近江地域の近世銭貨（森田真由香）

-  70  -

────　　キーワード
寛永通寳　天保通寳　小判金　近江地域

目次
１．はじめに
２．集成の方法
３．銭貨集成の結果
４．おわりに

―　論　文　要　旨　―

　近江地域では、発掘調査や不時発見により多くの銭貨が見つかっている。本稿では、寛永通寳をはじめとし
た近世の出土銭貨を集成した。近江地域で近世銭貨が出土した遺跡は 74 遺跡あり、その数は合計 2,000 枚以
上にのぼる。金貨・銀貨の出土事例も確認されており、湖底遺跡から豆板銀が出土した例や、現存寺院から小
判金・一分判金が合計 100 枚以上発見された例がある。
　近世銭貨の出土事例について集成することは、近世の貨幣流通、とりわけ通貨が渡来銭から寛永通寳をはじ
めとした国内公鋳貨幣に切り替わる様相を、より実態に即して把握する上で重要となる。今後も出土事例の収
集を継続する必要がある。

近江地域の近世銭貨
森田真由香
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１．はじめに
　発掘調査や不時発見（発掘調査を経ず、農作業や工事等
で銭貨が見つかること）により各地で銭貨が見つかること
が度々あるが、寛永通寳をはじめとした近世銭貨もその例
外ではない。近江地域においては、過去に古代銭貨（辻川
2005）・渡来銭貨（小島 2014・2024）の集成が行われてき
たが、近世銭貨の集成については行われていなかった。
　中世では通貨として渡来銭貨（および模鋳銭）が使われ
ていたが、近世では徳川幕府公鋳の金貨・銀貨・銭が通貨
として使われるようになる。こうした中世から近世にかけ
ての通貨の切り替わりについては、鈴木公雄が六道銭を対
象としてセリエーション分析を行っている（鈴木 1999）。
出土遺構を問わず同様の分析を行うことで、通貨の切り替
わりを含めた近世の銭貨流通について、より実態に即した
様相を明らかにすることが期待できる。本稿では、近江地
域における出土近世銭貨の集成を行い、上記を含めた今後
の諸研究に資する基礎的なデータを提供する。

２．集成の方法
（１）集成の方法
　古代銭貨（辻川 2005）・渡来銭貨（小島 2014・2024）と
同様、滋賀県内で刊行された発掘調査報告書を閲覧して出
土事例を集成した。各報告書の拓本・写真・本文記述・観
察表を参照して銭種を確認し、表１および図１を作成した。

（２）集成の条件
　集成は以下の条件に基づいて行った。
［１］対象となる発掘調査報告書は、滋賀県内で刊行され
た発掘調査の報告書である。
［２］集成の対象となる銭貨は、①寛永通寳以降の徳川幕
府鋳造銭②江戸時代に初鋳がなされた地方銭貨（仙臺通寳
など）③徳川幕府が鋳造した金貨および銀貨である。個別
の銭種については表を参照いただきたい。無文銭のような、
国内で鋳造した私鋳銭が出土した遺跡であっても、①～③
が全く含まれない場合は集成遺跡から除外している。
［３］銭種については、拓本と記述が一致していない例や、
間違った銭種名を記述している例が見られるため、原則拓
本に基づいて判断を行った。また、拓本が掲載されていな
い場合は写真から銭種を判断し、写真からの判読も困難な
場合あるいは写真も掲載されていない場合は、報告書の記
述に則っている。拓本・写真から銭種を判断するにあたっ
て、『日本出土銭総覧』（永井編 1996）に依拠した。
　なお、以下においては遺跡名の後に表１で示した番号を
付している。

３．銭貨集成の結果
（１）全体の傾向
　近世銭貨が出土した遺跡は、表１および図１に示したよ

うに 74 遺跡を確認した。分布の傾向として、湖南地域お
よび彦根城周辺に事例が比較的集中している。一方、湖西
地域の出土事例は少ない。
　出土枚数について、合計 839 枚の銭貨を確認した。出土
枚数が最も多かった遺跡は蓮光寺（42）（１）の 217 枚であっ
た。いずれも一か所あたりの出土枚数が 1,000 枚に達して
おらず（２）、近世銭貨を含む備蓄銭は確認されなかった。
全国的な傾向として、中世では盛んに行われていた備蓄銭
の埋納行為は近世で見られなくなるが、近江地域でも同様
の様子がうかがえる。
　なお、古代銭貨・渡来銭貨・近現代銭貨を含めた場合、
出土枚数は合計 2,073 枚にのぼり、最も出土枚数が多かっ
た遺跡は唐橋遺跡（７）の 788 枚である。

（２）銭種
　最も多く見つかった銭種は寛永通寳であるが、そのうち
90％以上を一文銭が占めていた。四文銭は集成した寛永通
寳の約 0.7％にあたるわずか４枚にとどまり、十文銭につい
ては確認されなかった。また、一文銭では出土枚数の多い
順から新寛永（図２の１～ 11、13）、古寛永（図２の
m100）、文銭（図３の 418）があるが、これらの出土枚数は
発行期間に比例しており、特殊な状況を示すものではない。
　以下、特徴的な銭種について紹介する。
豆板銀　秤量貨幣の銀貨である。多景島遺跡（19）（図３
の 421）や松原内湖遺跡（21）で出土した。
寛永通寳四文銭　明和５年（1768）以降に発行された。一
文銭と異なる特徴として、背面に波紋が刻まれている。こ
の波紋は発行時期によって数が異なり、明和５年の例は
21波（図３の 422）、明和６年（1769）以降の例は 11波（図
３の 423・424）である（永井編 1998）。多景島遺跡（19）・
北牧野古墳群（61）で出土した。
天保通寳　天保６年（1835）以降断続的に発行されている
銭貨である。１枚百文という価値の高さもあってか、まと
まって発見されることが少ない（永井編 1998）。多景島遺
跡（19）（図３の 425 ～ 427）・中畑遺跡（44）・植城遺跡（59）
で出土しているが、どの遺跡も出土枚数は１～３枚にとど
まる。
文久永寳　文久３年（1863）以降、徳川幕府が金座・銀座
に鋳造させた四文銭である（永井 1996）。多景島遺跡（19）
（図４）・松原内湖遺跡（21）・八幡城下町遺跡（36）・二町
鏡遺跡（54）等７遺跡で出土した。
雁首銭　煙管の雁首を潰した銭形模造品である。緡銭に紛
れ込ませて使われる（永井編 1998）。唐橋遺跡（７）（図
２のZ758）で出土した。

（３）出土状況
①遺跡別出土枚数
　出土枚数が多い上位 10 遺跡を表２に示した。最も出土
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図1 近世銭貨出土遺跡分布図
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表
1
　
近
江
地
域
出
土
の
近
世
銭
貨

古 寛 永

寛 永 文 銭

新 寛 永

寛 永 鉄 一 文

寛 永 真 鍮 四 文

寛 永 鉄 四 文

寛 永 十 文

寛 永 通 寳 （ 詳 細 不 明 ）

寛 永 通 寳 小 計

天 保 通 寳

文 久 永 寶

仙 臺 通 寳

箱 館 通 寳

琉 球 通 寳

題 目 銭

念 仏 銭

穴 一 銭

絵 銭

古 代 銭 貨

近 現 代 銭 貨

判 読 不 明 銭

そ の 他 銭 小 計

大
津
城
跡

大
津
市

浜
大
津

城
跡

上
水
施
設
・
包
含
層

日
吉
神
宮
寺
遺
跡

大
津
市

坂
本

寺
院
跡

礎
石
建
物
跡

真
野
廃
寺

大
津
市

真
野

集
落
跡

造
成
地
（
落
ち
込
み
）

大
津
城
跡

大
津
市

浜
大
津

城
跡

井
戸

山
ノ
神
遺
跡

大
津
市

大
江

集
落
跡

屋
敷
跡

膳
所
城
下
町
遺
跡

大
津
市

膳
所

集
落
跡
・
官
衙
跡

井
戸
・
土
坑
・
溝
な
ど

唐
橋
遺
跡

大
津
市

瀬
田

交
通
遺
跡

上
田
上
牧
遺
跡

大
津
市

上
田
上
牧
町

集
落
跡
・
墓
跡

表
採
・
溝

浮
御
堂
遺
跡

大
津
市

堅
田

そ
の
他

包
含
層
・
表
土

穴
太
遺
跡

大
津
市

穴
太

そ
の
他

攪
乱

大
江
湖
底
遺
跡

大
津
市

萱
野
浦
・
玉
野
浦

そ
の
他

包
含
層

大
津
廃
寺
跡

大
津
市

京
町

集
落
跡

包
含
層
・
水
道
跡

普
門
南
遺
跡

大
津
市

真
野
普
門

集
落
跡

遺
構
面
上

特
別
史
跡
彦
根
城
跡

彦
根
市

金
亀
町

城
跡

土
坑
・
漆
喰
製
遺
構
・
包
含
層

福
満
遺
跡

彦
根
市

西
今
町

集
落
跡

遺
構
面
上

彦
根
城
下
町
遺
跡

彦
根
市

京
町

城
下
町
跡

遺
構
面
上

特
別
史
跡
彦
根
城
跡

彦
根
市

金
亀
町

城
跡

表
採

松
原
内
湖
遺
跡

彦
根
市

松
原
町

集
落
跡

攪
乱
・
耕
作
溝
・
包
含
層

多
景
島
遺
跡

彦
根
市

八
坂
町

散
布
地

松
原
内
湖
遺
跡

彦
根
市
　
松
原
町

集
落
跡

包
含
層

松
原
内
湖
遺
跡

彦
根
市
　
松
原
町

集
落
跡

屋
敷
跡
・
道
路
跡
・
遺
構
面
上
・
包
含
層

坂
口
遺
跡

長
浜
市

余
呉
町
坂
口

神
社
跡

神
社
跡

犬
飼
古
墳

長
浜
市

垣
籠
町

古
墳
・
砦
跡

盗
掘
坑

大
通
寺
遺
跡

長
浜
市

元
浜
町

寺
院
跡

溝
・
遺
構
面
上

小
沢
城
遺
跡

長
浜
市

小
沢
町

城
跡

土
坑

小
沢
城
遺
跡

長
浜
市

小
沢
町

城
跡

土
坑

長
浜
町
遺
跡

長
浜
市

三
ツ
矢
元
町

排
土

長
浜
城
遺
跡

長
浜
市

公
園
町
本
丸

城
跡

造
成
土

塩
津
港
遺
跡

長
浜
市

西
浅
井
町
塩
津
浜

神
社
跡

包
含
層

南
小
足
遺
跡

長
浜
市

南
小
足
町

集
落
跡
・
墓
跡

排
土

高
木
遺
跡

近
江
八
幡
市
浅
小
井
町

集
落
跡
・
墓
跡

表
採

小
中
遺
跡

近
江
八
幡
市
安
土
町
小
中

集
落
跡

耕
作
痕
？

寺
田
遺
跡

近
江
八
幡
市
小
田

集
落
跡
・
祭
祀
遺
跡
・
城
跡
・
散
布
地

一
里
塚
古
墳

近
江
八
幡
市
小
田

古
墳

造
成
土

八
幡
城
下
町
遺
跡

近
江
八
幡
市
孫
平
治
町

集
落
跡
・
城
下
町
跡

遺
構
面
上

八
幡
城
下
町
遺
跡

近
江
八
幡
市
鍛
冶
屋
町

集
落
跡
・
城
下
町
跡

遺
構
面
上

島
遺
跡

近
江
八
幡
市
島
町

集
落
・
畑
地

表
採
・
遺
構
面
・
遺
物
集
中
地
点

常
衛
遺
跡

近
江
八
幡
市
西
生
来
町

集
落
跡

排
土

金
剛
寺
遺
跡

近
江
八
幡
市
安
土
町
慈
恩
寺

寺
院
跡

表
採

加
茂
遺
跡

近
江
八
幡
市
加
茂
町

集
落
跡

溝
・
井
戸

辻
野
遺
跡

近
江
八
幡
市
安
養
寺
町

集
落

土
坑
・
井
戸

蓮
光
寺

近
江
八
幡
市
加
茂
町

現
存
寺
院

不
時
発
見

上
出
A遺
跡

近
江
八
幡
市
　
安
土
町
上
出

集
落

遺
構

番
号

遺
跡
名

遺
跡
の
種
類

寛
永
通
寳

そ
の
他
銭
貨

所
在
地

渡 来 銭 （ 模 鋳 銭 含 む ）
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表
1
　

近
江

地
域

出
土

の
近

世
銭

貨

古 寛 永

寛 永 文 銭

新 寛 永

寛 永 鉄 一 文

寛 永 真 鍮 四 文

寛 永 鉄 四 文

寛 永 十 文

寛 永 通 寳 （ 詳 細 不 明 ）

寛 永 通 寳 小 計

天 保 通 寳

文 久 永 寶

仙 臺 通 寳

箱 館 通 寳

琉 球 通 寳

題 目 銭

念 仏 銭

穴 一 銭

絵 銭

古 代 銭 貨

渡 来 銭 （ 模 鋳 銭 含 む ）

近 現 代 銭 貨

判 読 不 明 銭

そ の 他 銭 小 計

遺
構

番
号

遺
跡
名

遺
跡
の
種
類

寛
永
通
寳

そ
の
他
銭
貨

所
在
地

中
畑
遺
跡

草
津
市

矢
倉
・
西
矢
倉
・
草
津
集
落
跡
・
墓
跡

包
含
層

草
津
宿
場
町
遺
跡

草
津
市

草
津

集
落
跡

柱
穴
・
遺
構
面
上

御
倉
遺
跡

草
津
市

御
倉
町

集
落
跡

溝
？

北
萱
遺
跡

草
津
市

矢
橋
町

散
布
地

七
条
浦
遺
跡

草
津
市

下
笠
町

散
布
地

遺
構
面
上

矢
橋
湖
底
遺
跡

草
津
市

矢
橋
町

散
布
地

矢
橋
港
跡

草
津
市

矢
橋
町

港
跡

突
堤

南
東
浦
遺
跡

草
津
市
　
矢
橋
町

集
落
跡

溝
草
津
宿
場
町
遺
跡

草
津
市
　
草
津

交
通
遺
跡

遺
構
面
上

志
那
湖
底
遺
跡

草
津
市
　
志
那
町

墓
跡
・
集
落
跡

包
含
層

二
町
鏡
遺
跡

守
山
市

二
町
町

集
落
跡

井
戸
？

欲
賀
南
遺
跡

守
山
市

欲
賀
町

集
落
跡

河
道
・
自
然
流
路

辻
遺
跡

栗
東
市

辻
集
落
跡

遺
構
面
上

竜
法
師
城
遺
跡

甲
賀
市

甲
南
町
竜
法
師

城
跡

表
採

宮
町
遺
跡

甲
賀
市

水
口
町
水
口

城
跡

包
含
層
・
土
坑
・
掘
立
柱
建
物

植
城
遺
跡

甲
賀
市

水
口
町
植

城
跡

堀
・
ピ
ッ
ト
・
包
含
層

太
田
遺
跡

野
洲
市

小
比
江

集
落
跡

溝
北
牧
野
古
墳
群

高
島
市

マ
キ
ノ
町
牧
野

古
墳

包
含
層

天
神
畑
遺
跡

高
島
市

鴨
・
安
曇
川
町
三
尾
里

河
道
客
土

南
畑
古
墳
群

高
島
市

新
旭
町
安
井
川

古
墳

古
墳

日
吉
・
吉
住
池
遺
跡

東
近
江
市
建
部
日
吉
町

包
含
層

浄
土
屋
敷
遺
跡

東
近
江
市
上
平
木
町

集
落
跡

溝
宝
持
坊
遺
跡

米
原
市

清
滝

土
坑
・
包
含
層

清
滝
寺
遺
跡
・
能
仁
寺
遺
跡

米
原
市

清
滝

寺
院
跡
・
墓
跡

土
坑

清
滝
寺
遺
跡

米
原
市

清
滝

寺
院
跡

風
呂
流
遺
跡

日
野
町

寺
尻

集
落
跡

溝
堤
ヶ
谷
遺
跡

竜
王
町

岡
屋

墓
跡

火
葬
場
・
土
盛
・
墓
跡
な
ど

金
剛
輪
寺
遺
跡

愛
荘
町

松
尾
寺

寺
院
跡

包
含
層

小
川
原
遺
跡

甲
良
町

小
川
原

集
落

石
垣

敏
満
寺
遺
跡

多
賀
町

敏
満
寺

集
落
跡

表
採
か
攪
乱

木
曽
遺
跡

多
賀
町

木
曽
・
中
川
原

集
落

排
土
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表
1
　
近
江
地
域
出
土
の
近
世
銭
貨

大
津
城
跡

日
吉
神
宮
寺
遺
跡

真
野
廃
寺

大
津
城
跡

山
ノ
神
遺
跡

膳
所
城
下
町
遺
跡

唐
橋
遺
跡

上
田
上
牧
遺
跡

浮
御
堂
遺
跡

穴
太
遺
跡

大
江
湖
底
遺
跡

大
津
廃
寺
跡

普
門
南
遺
跡

特
別
史
跡
彦
根
城
跡

福
満
遺
跡

彦
根
城
下
町
遺
跡

特
別
史
跡
彦
根
城
跡

松
原
内
湖
遺
跡

多
景
島
遺
跡

松
原
内
湖
遺
跡

松
原
内
湖
遺
跡

坂
口
遺
跡

犬
飼
古
墳

大
通
寺
遺
跡

小
沢
城
遺
跡

小
沢
城
遺
跡

長
浜
町
遺
跡

長
浜
城
遺
跡

塩
津
港
遺
跡

南
小
足
遺
跡

高
木
遺
跡

小
中
遺
跡

寺
田
遺
跡

一
里
塚
古
墳

八
幡
城
下
町
遺
跡

八
幡
城
下
町
遺
跡

島
遺
跡

常
衛
遺
跡

金
剛
寺
遺
跡

加
茂
遺
跡

辻
野
遺
跡

蓮
光
寺

上
出
A遺

跡

番
号

遺
跡
名

碁 石 金

蛭 藻 金

小 判 金

二 分 判 金

一 分 判 金

二 朱 判 金

一 分 銀

古 南 鐐 二 朱 銀

新 南 鐐 二 朱 銀

文 銭 南 鐐 二 朱 銀

一 朱 銀

丁 銀

豆 板 銀

判 読 不 明 金 銀 貨

金 銀 貨 小 計

一 分 金 形

一 分 銀 形

南 鐐 二 朱 銀 形

南 鐐 一 朱 銀 形

丁 銀 形

天 保 通 寳 形

真 鍮 製 小 判 ・ 五 両 判

木 製 模 造 銭

雁 首 銭

貨 幣 模 造 品 小 計

16
世
紀

16
世
紀

嘉
定
通
寳
の
背
「
十
四
」
、
淳
祐
元
寳
の
背
「
六
」

江
戸
時
代
の
土
師
器
・
瓦
器
・
陶
磁
器
等
出
土

近
世
銭
は
表
採

寛
永
出
土
包
含
層
か
ら
は
染
付
皿
・
横
櫛
な
ど
出
土

拓
本
な
し

胞
衣
壺
ら
し
き
信
楽
焼
壺
か
ら
ヒ
ョ
ウ
タ
ン
型
土
製
品
と
と
も
に
出
土

豆
板
銀
…
拓
本
の
み
（
本
文
に
記
述
な
し
）

報
告
書
で
は
「
文
久
通
寳
」
（
文
久
永
寳
と
し
て
カ
ウ
ン
ト
）

裏
に
「
小
」
字
　
土
師
器
皿
・
瀬
戸
美
濃
陶
器
壺
・
天
目
茶
碗
等
出
土

背
元
の
新
寛
永
１
点

土
坑
か
ら
陶
磁
器
・
瓦
・
煙
管
な
ど
遺
物
多
数

文
政
小
判

出 典
特
記
事
項

合 計

金
銀
貨

貨
幣
模
造
品
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表
1
　
近
江
地
域
出
土
の
近
世
銭
貨

番
号

遺
跡
名

中
畑
遺
跡

草
津
宿
場
町
遺
跡

御
倉
遺
跡

北
萱
遺
跡

七
条
浦
遺
跡

矢
橋
湖
底
遺
跡

矢
橋
港
跡

南
東
浦
遺
跡

草
津
宿
場
町
遺
跡

志
那
湖
底
遺
跡

二
町
鏡
遺
跡

欲
賀
南
遺
跡

辻
遺
跡

竜
法
師
城
遺
跡

宮
町
遺
跡

植
城
遺
跡

太
田
遺
跡

北
牧
野
古
墳
群

天
神
畑
遺
跡

南
畑
古
墳
群

日
吉
・
吉
住
池
遺
跡

浄
土
屋
敷
遺
跡

宝
持
坊
遺
跡

清
滝
寺
遺
跡
・
能
仁
寺
遺
跡

清
滝
寺
遺
跡

風
呂
流
遺
跡

堤
ヶ
谷
遺
跡

金
剛
輪
寺
遺
跡

小
川
原
遺
跡

敏
満
寺
遺
跡

木
曽
遺
跡

碁 石 金

蛭 藻 金

小 判 金

二 分 判 金

一 分 判 金

二 朱 判 金

一 分 銀

古 南 鐐 二 朱 銀

新 南 鐐 二 朱 銀

文 銭 南 鐐 二 朱 銀

一 朱 銀

丁 銀

豆 板 銀

判 読 不 明 金 銀 貨

金 銀 貨 小 計

一 分 金 形

一 分 銀 形

南 鐐 二 朱 銀 形

南 鐐 一 朱 銀 形

丁 銀 形

天 保 通 寳 形

真 鍮 製 小 判 ・ 五 両 判

木 製 模 造 銭

雁 首 銭

貨 幣 模 造 品 小 計

16
世
紀

16
世
紀

出 典
特
記
事
項

合 計

金
銀
貨

貨
幣
模
造
品

拓
本
・
写
真
な
し

同
遺
構
か
ら
櫛
も
出
土

拓
本
な
し

本
文
の
記
述
に
基
づ
く
（
拓
本
な
し
・
写
真
か
ら
判
読
不
能
）

18
世
紀
～
近
代
の
陶
磁
器
も
出
土

早
桶
ら
し
き
痕
跡
が
残
る
土
坑
か
ら
出
土
・
同
遺
構
よ
り
瀬
戸
美
濃
擂
鉢
・
土
師
器
皿
な
ど
出
土

拓
本
・
写
真
な
し

不
明
銭
の
う
ち

1枚
は
写
真
の
み
（
拓
本
・
報
告
書
の
記
述
な
し
）
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枚数が多かった遺跡は蓮光寺（42）の 217 枚で、総枚数の
26％を占める。なお、この遺跡からは小判金・一分判金の
みが出土しており、寛永通寳・天保通寳などの銭は含まれ
ていない。次いで２位：多景島遺跡（19）の 162 枚、３位：
矢橋湖底遺跡（49）の 107 枚が 100 枚以上出土した遺跡で
ある。逆に、出土枚数が最も少ない＝１枚のみの遺跡は
30 遺跡あり、出土遺跡の約 41％を占める。また、近世銭
貨の出土枚数が 10枚以下の遺跡は 64遺跡あり、出土遺跡
の約 76％を占める。
　古代銭貨・渡来銭貨・近現代銭貨を含めた場合の出土枚
数が多い上位 10 遺跡を表３に示した。最も出土枚数が多
いのは唐橋遺跡（７）の 788 枚で、総枚数の 38％を占める。
以下、２位：蓮光寺（42）の 217 枚、３位：多景島遺跡（19）
の 206 枚と続き、126 枚が出土した６位：堤ヶ谷遺跡（70）
までが 100 枚以上出土した遺跡である。また、上位 10 遺
跡の出土枚数は計 1,838 枚で、全体の 89％を占める。また、
古代銭貨・渡来銭貨・近現代銭貨および近世銭貨の合計出
土枚数が 10 枚以下の遺跡は 58 遺跡あり、出土遺跡の約
78％を占める。
　古代銭貨・渡来銭貨・近現代銭貨を含めた場合・それら
を除外した場合の両方で出土枚数が多い上位 10 遺跡に上
がっている遺跡は唐橋遺跡（７）・蓮光寺（42）・多景島遺
跡（19）・矢橋湖底遺跡（49）・矢橋港跡（50）・堤ヶ谷遺
跡（70）の６遺跡である。多景島遺跡（19）・矢橋湖底遺
跡（49）・矢橋港跡（50）は沿岸部の湖底遺跡、唐橋遺跡
は川底の遺跡であるが、この付近で近世のみならず長期間
人の往来があったことが窺える。

②出土状況
a．墓・葬送関連遺構
　近世は、六道銭の習俗が定着した時期である。今回の集
成において、火葬場など葬送関連遺構などを含めると墓跡
から近世銭貨が出土したのは７例確認された。
堤ヶ谷遺跡（70）　この遺跡では、中世から近代の大規模
な墓跡群が見つかり、火葬場そばの土盛りや落ち込みで寛
永通寳が多く出土した。火葬場の本体から寛永通寳は見つ
かっていないが、先述の土盛りから念仏銭が出土している
ところから、これらの土盛り・落ち込みには火葬場・墓に
関連する遺物が含まれている。また、この遺跡では多数の
土坑墓が見つかっているが、そのうち渡来銭のみで構成さ
れた六道銭を伴うものも多い。
b．寺社
　寺社から近世銭貨が出土したのは９例見つかった。寺社
から見つかった銭貨は奉賽銭の可能性があるが、今回集成
した中では一例あたり 50枚に満たない事例が多い。
蓮光寺（42）　現存する寺院から金貨が不時発見された例
である。白磁壺からは文政小判金を含む小判金 60 枚、一
分判金 157 枚が見つかった。この金貨を銭貨に換算すると
397,000 文（397 貫）～ 515,125 文（515 貫 125 文）程度に
相当する（３）。
c．湖底・川底
　近江地域では多くの湖底・湖岸遺跡で発掘調査が行われ
ている。湖底・湖岸遺跡の発掘調査では、出土遺構が明確
ではない事例が多いものの、銭貨の出土事例が複数確認さ
れた。
唐橋遺跡（７）　瀬田川流域・現在の瀬田唐橋付近で行わ
れた潜水調査である。橋脚の一部が見つかったことで知ら

　（古代銭貨・渡来銭貨・近現代銭貨を含まない） 　（古代銭貨・渡来銭貨・近現代銭貨を含む）

滋賀県で
の順位

遺跡名 枚数
滋賀県での

割合
滋賀県で
の順位

遺跡名 枚数
滋賀県での

割合

蓮光寺（42） 唐橋遺跡（7）

多景島遺跡（19） 蓮光寺（42）

矢橋湖底遺跡（49） 多景島遺跡（19）

堤ヶ谷遺跡（70） 浮御堂遺跡（9）

矢橋港跡（50） 矢橋湖底遺跡（49）

唐橋遺跡（7） 堤ヶ谷遺跡（70）

膳所城下町遺跡（6） 北萱遺跡（47）

松原内湖遺跡（21） 松原内湖遺跡（20）

特別史跡彦根城跡（14） 矢橋港跡（50）

彦根城下町遺跡（16） 日吉神宮寺遺跡（2）

※太字は古代銭貨・渡来銭貨・近現代銭貨を含む場合、含まない場合両方で上位10遺跡に入っている遺跡

表 3　大量出土遺跡一覧表 (2)表 2　大量出土遺跡一覧表 (1)
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雁首銭

【唐橋遺跡（7）出土】

胞衣壺に入っていた寛永通寳（2～11、13は新寛永）

【彦根城下町遺跡（16）出土】

胞衣壺（1）と胞衣壺に入っていた

ヒョウタン形土製品（14，15）

【堤ヶ谷遺跡（70）出土】

古寛永

図2　特徴的な銭貨(1)

0 5cmS=1/1

0 5cmS=1/1

0 10cmS=1/3
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【多景島遺跡（19）】

寛永通寳文銭（418）、寛永通寳四文銭（422～424）、豆板銀（421）天保通寳（425～427）

図3　特徴的な銭貨(2)

418 422

423 424

421

425

426 427

0 5cmS=1/1
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【多景島遺跡（19）】

0 5cmS=1/1

図4　特徴的な銭貨(3)

428 429

430 431

432 433

434 435

436 437

438

文久永寳（428～438）
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れるが、無文銀銭から近代銭まで幅広い時代の銭貨が出土
した。近世銭貨としては古寛永・文銭・新寛永が出土した。
多景島遺跡（19）　多景島沿岸で発掘調査が行われた。調
査では目立った遺構は見つかっていないが、弥生土器・須
恵器・土師器・黒色土器・陶磁器など幅広い時代の遺物が
出土している。銭貨においても例外ではなく、古代銭貨か
ら近代銭まで出土した。近世銭としては古寛永・文銭（図
３の 418）・新寛永に加え、四文銭の寛永通寳（図３の 422
～ 424）・天保通寳（図３の 425 ～ 427）・文久永寶（図４）、
豆板銀（図３の 421）が出土している。
d．胞衣壺埋納銭
　胞衣壺に銭貨や刀子等を埋納する習慣は古代から見られ
るが、近世でも同様の習俗が続いていることが確認された。
彦根城下町遺跡（16）　建物跡とみられる礎石列の東から
信楽焼壺が出土した。この壺からは寛永通寳 12 枚・瓢箪
形陶器２点が納められていた（図２）。この壺は建物付近
で出土したことや、壺に銭貨・瓢箪形陶器が入っていた（４）
ことから、胞衣壺とみられる。

４．おわりに
　本稿では、近江地域の近世銭貨について、今後近世の銭
貨流通等を研究する上での基礎データを提示した。おわり
に代えて、集成をした中で注目すべき点について述べる。
中世ではよく見られた備蓄銭だが、１遺跡あたりで出土し
た銭貨は 1,000 枚に満たず、備蓄銭が近世では確認されな
かった。その原因の一つに、近世には金銀貨が公鋳されて
おり、大量の銭貨に替わって金銀貨による備蓄・埋納を行っ
ていたことが想定される。金銀貨は出土資料が少なく（永
井編 1996、永井編 1998）、備蓄銭の減少との因果関係がま
だ明確には示せない。また、備蓄銭減少の原因に、備蓄銭
自体は存在しているが、現時点で確認されていないことも
想定される。
　こうしたことも含め、近世の出土銭貨については継続的
にデータ収集が必要である。

註

（１）�この銭貨が出土した場所は、遺跡地図が示す埋蔵文化財包蔵

地では加茂遺跡に属するが、蓮光寺の境内で出土しており、

この寺院との関連が深いと判断されるため、本稿では「蓮光

寺」として扱う。

（２）�鈴木 1999 をはじめとした多くの研究では、「一ヶ所あたり

1000 枚以上出土した銭貨」を備蓄銭として扱っており、本論

でもこれに従う。

（３）�元禄 13（1700）年および天保 13（1842）年における相場（日

本銀行金融研究所貨幣博物館編 2017）に基づいて換算した。

（４）縁起物を添えて胞衣埋納を行う場合がある（山近 2010）
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挿図典拠

表１～３　筆者作成

図１　筆者作成

図２　滋賀県教育委員会・財団法人滋賀県文化財保護協会 1992（遺

跡典拠文献 53）、彦根市 2021（遺跡典拠文献 34）、滋賀県教育委

員会・公益財団法人滋賀県文化財保護協会 2017（遺跡典拠文献

31）に拠る。

図３・４　滋賀県教育委員会・財団法人滋賀県文化財保護協会

2014（遺跡典拠文献 69）に拠る。
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重田　勉　（１）

中川　治美（37）

辻川　哲朗・福井　知樹（24）

髙島　悠希（13）

籠尾　拓幸（７）

川嶋　泰輔（51）

森田 真由香（70）

伊庭　功　（61）

石器製作からみた矢柄研磨器という道具…………………

近江湖西地域の土師器
－古墳時代中期から後期にかけて－……………………………………

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
滋賀県内出土の須恵器貯蔵器1
－古墳時代中期を中心に－………………………………………………

志賀・中村狐塚古墳測量調査報告……………

犬上川右岸における集落の変遷
－彦根市福満遺跡を中心として－……………………………………

高島郡出土の底部糸切り土師器に関する基礎的研究
－「皿化」についての一考察－………………………………………

中世観音正寺の中心伽藍について
－観音寺城と観音正寺その（４）－…………………………………

近江地域の近世銭貨………………………………………………

ANNUAL BULLETIN
of

Vol.38   2025.3

Shiga Prefectural Association for Cultural Heritage

公益財団法人滋賀県文化財保護協会 2025.3

紀
要
紀
要
38

二
〇
二
五
年

　公
益
財
団
法
人
滋
賀
県
文
化
財
保
護
協
会

ISSN 2185-341X

38

紀 要

滋賀県文化財保護協会紀要38号_表紙.indd   全ページ滋賀県文化財保護協会紀要38号_表紙.indd   全ページ 2025/03/11   15:282025/03/11   15:28


